
西洋なし 「ラ ・フランス」の結果法

―わい性台木 (クインス台)使 用柑の結果時期一

(果樹部)

.背 景とねらい

高級生食用果実として需要が高い 「ラ 。フランス」はクインスAと 中間台を組み合わせた

台木を使用 したわい化栽培で普及を奨めている。果実肥大促進など高品質生産のため、摘果

強度については、平成 5年 度の指導上の参考事項とした。

今回は、摘果時期について検討 した結果、知見が得られたので参考に供する。

技術内容

1 )摘 果時期

4月 下旬 5月 上旬 中 旬 下 旬 月上旬

樹の生育 満開 ………落花期………ガク立 _……………と―生理落 終 了
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第 1図  摘 果作業の実施時期の模式図  (岩 手園試の生育を参考に して作図 )

仕上摘果の終了の目安は 、 生理落果がほぼ停止する満開後 5週 間頃とする。

2 )摘 果時期が遅れると果実の肥大に影響するばかりでなく、満開後 7～ 9週 間は翌年の花

芽形成期となるため、摘果はそれ以前に終了する。

指導上の留意事項

1 )摘 果は摘菅や花摘みと組み合わせて実施 し、荒摘果と仕上げ摘果を基本 とす るが、仕

上げ摘果後も生育不良果はそのつど摘み取る。

2)摘 果の強度については、平成 5年度指導上の参考事項を参考とする。
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4 .成 果の具体的数字

第 1表  摘 果時期 。摘果方法と果実品質      (岩 手園試、1 9 9 4 )

処理区      仕 上摘果

実施時期    平 均果重( g )糖 度 ( % )酸 度 ( g / 1 0 0 m l )

満開後週間

①荒摘果十仕上摘果  5 ( 5 / 2 4 , 6 / 9 )   2 0 8 . 7    1 4 . 3     0 . 2 0

②仕上摘果     3 ( 5 / 2 4 )     2 0 9 . 5    1 4 . 9     0 . 2 2

③仕上摘果     5 ( 6 / 9 )      2 0 7 . 8    1 4 . 5     0 . 1 9

試験の条件

供試台木 ;タインスC

荒摘果 ;1果 そう 1果 として実施、実施時期は満開後 3週 間

仕上摘果 ;7 0～8 0枚 1果 程度の摘果強度で実施

糖度 ;屈折計指度

酸度 ;リ ンゴ酸換算値

第 2表  わ い性台使用 「ラ ・フランス」の生理落果  (岩 手園試,1 9 9 4 )

全落果

果そう割合 (め

果数落果割合(%)

側イ伎N0 1   2   3   4   平 均   1   2   3   4   平 均

無処理 樹N 0 1  1 2 . 8  3 9 . 1  3 3 . 3  1 7 . 5  2 5 . 7   6 7 . 0  8 0 . 7  8 3 . 1  7 5。 4  7 6 . 5

2  17.1   42.9  58.3  55.0   43.3    79.4  87.6  86.4  89.4   85.7

3   4.5   17.5   5.0   2.5    7.4    00.0  72.3  70.5  72.1   68.7

平均  2 5。4            平 均  7 7 . 0

1果  樹 N 0 1 2 7 . 0  4 5 . 5 5 6 . 4 1 3と 9  3 5。 7

そう    2 2 5 . 6  1 5 , 4  4 6 . 8  4 2 . 3  3 2 . 5

1果    3 2 8 . 6  2 5 . 5 4 1 . 7  1 8 . 2  2 8 . 5

平均 3 2 . 2

試験の条件

供試台木 ;タインスC

調査 ;6月 9日 に実施

処理 ;1区 3樹 、 4側 枝を供試、 1果 そう 1果 区は 5月 24日に処理
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